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第
一
次
世
界
大
戦
は
、
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
動
員
し
て
戦
う
総
力
戦
と
な
っ
た
。
参
戦
諸
国
は
そ
れ
ぞ
れ
国
内
に
総
力
戦
体
制
を
し

い
て
産
業
を
動
員
し
、
国
民
を
動
員
し
て
戦
争
に
臨
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
経
済
や
産
業
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
生
活
に
ま
で
国
家
の

統
制
が
及
ん
だ
。﹁
軍
国
主
義
﹂と
の
対
決
を
謳
っ
た
イ
ギ
リ
ス
も
、遅
れ
て
参
戦
し
た
ア
メ
リ
カ
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
軍
国
主
義
国
家
、

民
主
的
国
家
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
力
戦
は
も
は
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
戦
争
形
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

参
戦
こ
そ
し
た
も
の
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
激
戦
を
ほ
と
ん
ど
経
験
し
な
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
も
、
各
国
の
総
力
戦
体
制
が
主
要
な
第
一

次
大
戦
の
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
を
目
の
当
た
り
に
し
た
駐
在
武
官
た
ち
は
、
総
力
戦
を
支
え
た
シ
ス
テ
ム
を
﹁
国
家
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総
動
員
﹂
と
呼
び
、
参
戦
諸
国
の
総
動
員
の
実
態
を
く
ま
な
く
調
べ
上
げ
た
。
彼
ら
の
調
査
研
究
は
、
帝
政
ド
イ
ツ
、
帝
政
ロ
シ
ア
だ
け
で

な
く
、
民
主
的
国
家
と
見
な
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
及
ん
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
国
家
総
動
員
を
よ
り
普

遍
的
な
現
象
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
日
本
陸
軍
が
中
心
に
な
っ
て
構
想
し
た
総
動
員
準
備
の
国
際
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

と
り
わ
け
日
本
政
治
史
研
究
で
は
、
十
分
な
史
料
的
裏
付
け
の
な
い
ま
ま
ド
イ
ツ
の
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（E

rich F
riedrich W

ilhelm
 

L
udendorff, 1865-1937

）
の
総
力
戦
論
と
の
結
び
つ
き
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
き
た）

1
（

。
周
知
の
通
り
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
と
は
、
第
一
次

大
戦
後
、
軍
部
主
導
に
よ
る
総
力
戦
を
主
唱
し
た
軍
人
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
軍
人
ら
に
よ
る
第
一
次
大
戦
以
降
の
総
動
員
体
制
準

備
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
本
格
化
す
る
軍
部
に
よ
る
政
治
支
配
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が

既
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
日
本
陸
軍
の
総
動
員
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
永
田
鉄
山
は
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
敗
因
を
参
謀

本
部
の
暴
走
に
求
め
た）

2
（

。
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
第
一
次
大
戦
中
、
陸
軍
参
謀
次
長
（
第
一
兵
站
総
監
）
に
ま
で
な
っ
た
人
物
で
、
戦
争
末
期

は
ド
イ
ツ
軍
の
実
質
的
指
導
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
永
田
の
批
判
は
そ
の
ま
ま
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
批
判
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

他
方
で
、
あ
る
日
本
の
国
家
総
動
員
法
立
案
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
日
本
の
国
家
総
動
員
法
は
イ
ギ
リ

ス
の
国
防
法
（
一
九
一
四
年
）
が
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う）

3
（

。
こ
の
例
だ
け
を
み
て
も
、
日
本
陸
軍
が
総
力
戦
体
制
の
構
築
を

目
指
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
と
軍
国
主
義
と
を
単
純
に
結
び
つ
け
た
り
、
ま
し
て
や
軍
国
主
義
（
日
独
）
対
自
由
主
義
（
英
米
仏
）

と
い
う
二
項
対
立
の
枠
組
み
に
日
本
の
総
動
員
準
備
を
落
と
し
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。日
本
の
総
力
戦
体
制
、

ひ
い
て
は
日
本
が
第
一
次
大
戦
か
ら
受
け
た
衝
撃
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
参
戦
諸
国
と
の
同
時
代
比

較
が
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
戦
間
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
総
力
戦
論
を
検
討
す
る
。
手
が
か
り
と
す
る
の
は
、T

he Journal of 
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（
以
下
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
略
記
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
い
わ
ば
戦
前
日

本
陸
軍
の
偕
行
社
記
事
の
よ
う
な
、
英
国
陸
海
空
軍
将
校
た
ち
の
研
究
雑
誌
で
あ
り
、
当
時
の
軍
人
の
関
心
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
知
る

好
材
料
と
い
え
よ
う）

4
（

。
も
ち
ろ
ん
戦
間
期
に
お
け
る
彼
ら
の
議
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
な
目
的
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ

れ
は
日
本
の
総
力
戦
体
制
を
国
際
比
較
す
る
た
め
の
準
備
作
業
で
あ
る
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
内
の
総
力
戦
に
関
わ
る
議
論
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
の
総
力
戦
論
が
日
本
特
有
の
（
あ
る
い
は
軍
国
主
義
的
な
）
も
の
だ
っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
イ
ギ
リ

ス
と
あ
る
程
度
類
似
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

１　

次
期
総
力
戦
を
想
定
す
る
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

⑴　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
成
立
経
緯

　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
は
い
か
な
る
雑
誌
だ
っ
た
の
か
。
一
九
三
一
年
に
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
創
設
百
周
年
を
記
念
し
て
寄
稿
し
た
編
集
主
任
の

Ｅ
・
ア
ル
サ
ム
（E

. A
ltham

）
大
尉
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
は
一
八
三
一
年
六
月
二
五
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ト

リ
ー
ト
に
あ
るT

hatched H
ouse

に
て
（
一
八
九
三
年
にW

hite H
all

に
あ
るB

anqueting H
ouse

へ
移
転
）、
陸
海
軍
高
級
将
校
た

ち
が
参
集
す
る
な
か
、
産
声
を
上
げ
た
。
陸
軍
少
将
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
卿
の
提
案
で
、
当
初
は
専
門
知
識
の
研
究
と
発
展
を
目
指

す
﹁
陸
海
軍
図
書
館
兼
博
物
館
﹂（T

he N
aval and M

ilitary L
ibrary and M

useum

）
と
命
名
さ
れ
た
。
会
員
資
格
は
、
陸
軍
将
校
、

海
軍
将
校
、
海
兵
隊
員
、
民
兵
（M

ilitia

）、
東
イ
ン
ド
会
社
陸
上
部
隊
・
海
軍
部
隊
に
与
え
ら
れ
た
。
勅
許
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
、
一

八
六
〇
年
に
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
以
来
歴
代
の
国
王
が
そ
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
。

　

国
内
外
問
わ
ず
当
代
随
一
の
軍
事
専
門
誌
を
自
認
す
る
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
定
期
刊
行
物
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
は
一
八
五
七
年
で
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あ
っ
た
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、﹁
専
門
的
・
科
学
的
な
内
容
の
定
期
刊
行
物
で
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
に
と
っ
て
有
用
か
つ
啓
蒙
的
で
価
値
の

高
い
も
の
﹂
で
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
い
な
い
会
員
も
最
新
の
軍
事
知
識
を
享
受
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た）

5
（

。
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
基
本
的
に
一
年
に
四
回
発
行
さ
れ
、
論
文
、
講
演
録
、
時
事
情
報
、
書
評
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
英
国
軍

人
た
ち
の
最
新
か
つ
最
先
端
の
現
状
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
ル
サ
ム
大
尉
に
よ
れ
ば
、
英
国
の
伝
統
的
な
慣
習
と
し
て
軍
人
に
よ
る
政
治
関
与
の
禁
止
は
雑
誌
内
で
も
維
持
さ

れ
て
は
い
る
が
、
今
日
（
一
九
三
一
年
）
で
は
そ
う
し
た
投
稿
に
当
局
も
寛
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
投
稿
論
文
の
内
容
は
純
軍

事
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
政
治
、
外
交
、
世
論
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
興
味
深
い
の
は
軍
人
の
政
治
談
議
の
自
由

化
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
ア
ル
サ
ム
大
佐
の
指
摘
が
図
ら
ず
も
示
し
て
い
る
の
は
、
軍
人
の
能
力
だ
け
で
な
く
国
民
の
士
気
、
産
業
、
資
源
、

科
学
技
術
な
ど
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
勝
敗
を
決
す
る
総
力
戦
の
時
代
に
お
い
て
、
英
国
軍
人
も
例
に
も
れ
ず
、
軍
事
以
外
の
こ
と
に
関
心
を
払

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
通
り
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
陸
軍
関
連
の
論
稿
の
多
く
は
、
将
来
に
再
び
総
動
員
を
伴
う
大
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑵　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
投
稿
者
に
何
を
期
待
し
た
の
か

　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
は
毎
年
懸
賞
論
文
の
募
集
が
か
け
ら
れ
、
金
賞
を
受
賞
し
た
論
文
は
概
ね
次
年
に
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
一
八
年

か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
戦
間
期
に
設
定
さ
れ
た
懸
賞
論
文
の
課
題
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
ど
の
課
題
も
、
規
範
的
な
問
題
と
い
う
よ
り

は
、
よ
り
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
な
か
で
も
、
一
九
二
三
年
の
課
題
を
み
る
と
、
英
国
が
﹁
次
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争

に
参
加
す
る
こ
と
﹂
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
科
学
が
英
国
陸
軍
の
戦
略
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
対
処
法
を
論
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
二
五
年
の
課
題
で
は
、
英
国
が
﹁
総
力
戦
（W

ar on a national scale
）﹂
に
際
会
し
た
と
き
の
兵
力
の
編
成
方
法
を
問
う
て
い
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表１・RUSI ジャーナルに掲載された受賞論文一覧（著者作成）

年 巻号 賞 課題 著者

1919 64（455） 1918年度金賞論文（海軍）
将来の海戦における潜水艦
の影響力について。

W.S. キ ン グ
＝ホール中尉

1920 65（458） 1919年度金賞論文（陸軍）

近年における機械学やその
他の科学的知見の発展を将
来の陸戦へむけた準備や訓
練に適用することについて。

J.F.C. フラー
大佐（名誉進
級）

1921 なし

1922 67（466） 1921年度金賞論文（空軍）

将来、航空機が帝国防衛に
関する諸問題に及ぼす影響
について。

C.J. マッケイ
大尉

1923 68（470） 1922年度金賞論文（陸軍）

大英帝国が関与するであろ
う次の欧州大戦において、
科学的発明や科学全般が戦
略かつ戦術の両面でいかな
る影響を与えるか論じよ。
あなたが帝国陸軍に関して
披瀝した見解を保証するた
めに必要な組織や訓練を示
せ。

R. シェネヴ
ィックス・ト
レンチ少佐

1924 69（474）

1923年度金賞
論文（海軍）

帝国海軍にとって空軍との
分離がもたらす有利な点と
不利な点について。

A. H. ノーマ
ン大佐

1923年度二等
金賞（海軍） 同上 N. W. ボイズ

少佐

1925 70（478） 1924年度金賞（陸軍）

平時において国内に常備軍
5個師団、国防義勇軍14個
師団が維持される場合、総
力 戦（war on a national 
scale）に際して必要な増
員を満たすためにどのよう
に編成するのが最良か。

L. I. カウパー
少佐

1926 71（482） 1925年度金賞（海軍）

帝国に不可欠な諸海洋間の
交通・連絡（communications）
について。それらはどのよ
うに保護されるのが最良か。

C. ドゥンダ
ス中佐

1927 72（488） 受賞論文 英国海兵隊の機能と将来に
ついて。

E.J. ウディン
トン大尉

1928 73（491）
1927年度二等
金賞論文（陸
軍）

機械化兵力かマンパワーか。 ケティ・エド
ワーズ大尉
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1929 74（494） 1928年度受賞論文（海軍）

海上戦に関して、次の諸原
則を適用することについて
論 じ よ。 集 中、 目 標
（object）、兵力の効率的運
用、奇襲、安全確保。海軍
の戦略や戦術例を用いてあ
なたの議論を説明せよ。

J.D. プレンテ
ィス少佐

1930

75（498） 1929年度金賞論文（空軍）
海岸防衛における航空機の
役割について。

C.J. マッケイ
中佐

75（499）
1929年度二等
金賞論文（空
軍）

同上
H. ロワン・
ロビンソン准
将

1931 76（502） 1930年度金賞論文（陸軍）

機械化の発展に伴い、広大
な土地における大規模兵力
の機動性は、ますます十分
な供給システムに依存する
であろう。では、入念な供
給システムを動かす必要が
あることから、特に半文明
国において限界を強いられ
るという点に鑑み、機械化
兵力の速度や機動範囲によ
って得られる利点について
論じよ。

D.W. ボイリ
ュー大尉

1932 なし

1933 78（510） 1932年度金賞論文（空軍）

軍事航空にとって民間航空
の育成が持つ重要性につい
て論じよ。また、民間航空
が軍事航空の要件を満たし
つつ自然に発展するにはど
うすればよいか示せ。

J.O. アンドリ
ュース中佐

1934 79（514） 1933年度金賞論文（陸軍）

十分な練度と装備を持つ、
非師団部隊を含む野戦軍を
短期間に編成するために、
部分的または全ての国防義
勇軍を戦時に海外へ展開す
る必要があると想定した場
合、それらの要件を満たす
ために国防義勇軍の平時組
織、訓練や装備に改革が必
要か。

F.A.S. クラー
ク少佐（名誉
進級）
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1935 80（518） 1934年度金賞論文（海軍）

現代の戦争に必要な主力艦
の最小規模について、あら
ゆる面から考察せよ。

G.M. ベネッ
ト大尉

1936 81（522） 1935年度金賞論文（空軍）

空軍力が地中海における英
国の権益に及ぼす効果につ
いて。

R.A. コクレ
ーン中佐

1937 82（527）

1936年度金賞
論文（陸軍）

内燃機関の導入は現代の軍
隊における用兵や軍政に劇
的な影響を与えてきた。そ
こで、現代の防衛力を圧倒
し、かつ高まりつつある空
軍の脅威に対抗する上で英
国陸軍が内燃機関を使用す
る可能性について論じよ。

J.C. スレッサ
ー中佐

1936年度二等
論文（陸軍）

同上
G.C. ショー
中佐（名誉進
級）

1938 なし
1939 なし

　※一部が掲載されているだけで受賞者は毎年あり。尚、色かけは陸軍の受賞論文。

る
。
一
九
三
四
年
に
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
台
頭
を
受
け
て
か
、
よ

り
実
践
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
防
義
勇
軍
（Territorial 

A
rm

y

）
を
大
陸
に
派
遣
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の

た
め
の
準
備
を
問
う
課
題
が
出
さ
れ
て
い
る
。後
述
す
る
よ
う
に
、

本
来
は
国
内
の
治
安
維
持
を
担
っ
て
い
た
国
防
義
勇
軍
を
第
一
次

大
戦
で
運
用
し
た
よ
う
に
大
陸
に
展
開
す
る
常
備
軍
と
共
に
第
一

線
に
投
入
す
る
か
否
か
は
、
想
定
す
る
戦
争
の
規
模
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
た
。
海
軍
の
懸
賞
論
文
の
課
題
が
海
洋
戦
略
（
制
海
権
、

経
済
封
鎖
、
石
油
問
題
等
）
に
よ
り
焦
点
を
あ
て
、
空
軍
の
そ
れ

が
空
軍
自
体
の
存
在
価
値
を
問
う
た
の
に
対
し
、
し
ば
し
ば
﹁
大

戦
争
﹂
へ
の
備
え
を
考
え
さ
せ
た
の
は
、
三
軍
の
中
で
も
陸
軍
に

特
有
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
戦

間
期
全
体
を
通
じ
て
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
自
体
が
、
少
な
く
と

も
陸
軍
に
関
し
て
は
、
次
期
総
力
戦
と
そ
れ
へ
の
準
備
に
関
心
を

払
い
続
け
、
読
者
で
あ
る
将
校
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

八
〇

戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
総
力
戦
論
（
一
九
一
八
～
一
九
三
八
）

七
七
二

２　

短
期
決
戦
論
の
登
場

⑴　

大
戦
末
期
の
「
大
陸
軍
」
維
持
構
想

　

第
一
次
大
戦
が
最
終
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
一
八
年
の
中
頃
か
ら
、
徴
兵
制
と
陸
軍
の
現
状
規
模
の
維
持
を
求
め
る
議
論
が

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
展
開
さ
れ
た
。

　

一
九
一
八
年
五
月
に
掲
載
さ
れ
た
匿
名
論
文
﹁
陸
軍
の
再
編
（A

rm
y R

eorganization

）﹂
で
は
、
英
国
が
一
九
一
六
年
に
伝
統
的
な
志

願
制
度
を
脱
し
て
新
た
に
導
入
し
た
徴
兵
制
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
著
者
は
、徴
兵
制
を
や
む
を
得
ず
導
入
し
た
と
し
な
が
ら
も
、

社
会
的
に
不
公
平
な
志
願
制
度
に
対
し
て
、
徴
兵
制
が
国
民
に
公
平
で
あ
る
点
に
着
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
由
を
享
受
す
る
人
間
は
、
自

由
を
確
保
す
る
た
め
に
自
ら
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
人
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
著
者
に
よ
れ
ば
、
英
国
民
は
実

利
的
（practical

）
で
あ
り
、
賢
明
な
保
守
主
義
の
気
質
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
よ
い
取
引
に
は
応
じ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
つ
ま
り
、
個
人

の
自
由
と
国
家
の
安
全
を
秤
に
か
け
た
と
き
、
後
者
を
蔑
ろ
に
し
て
ま
で
前
者
を
追
求
し
な
い
だ
ろ
う
と
著
者
は
期
待
し
た
。
具
体
的
に
は

学
校
卒
業
後
、
士
官
候
補
部
隊
（C

adet B
attalion

）
に
入
隊
し
、
一
八
歳
か
ら
常
備
軍
か
予
備
役
部
隊
（
短
期
訓
練
の
み
）
に
入
隊
す
る

も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
徴
兵
制
を
継
続
し
た
と
し
て
も
英
国
は
軍
国
主
義
と
は
無
縁
で
あ
る
と
最
後
に
付
け
加
え
て
い
る）

6
（

。

　

一
九
一
八
年
八
月
掲
載
のC

lericus

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）﹁
大
戦
後
の
陸
軍
（T

he A
rm

y after the W
ar

）﹂
も
、
も
は
や
一
九
一
四
年
八

月
時
点
に
逆
戻
り
は
出
来
な
い
の
は
明
白
で
、
徴
兵
制
に
基
づ
い
て
現
状
の
﹁
大
﹂
陸
軍
を
維
持
す
る
か
、
ス
イ
ス
や
大
戦
前
の
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
に
民
兵
組
織
を
導
入
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
が
採
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
将
校
は
同
意
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
そ

の
う
え
で
、
戦
争
防
止
を
唱
え
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
大
統
領
や
国
際
連
盟
の
理
想
は
現
世
代
が
生
き
て
い
る
間
に
は
実
現
化
し
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
前
者
が
採
用
さ
れ
う
る
可
能
性
が
高
い
と
し
た
。
具
体
的
に
著
者
は
、
一
六
か
ら
一
七
歳
ま
で
士
官
候
補
部
隊
に
入
隊
し
、
一
八
歳
か
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ら
常
備
軍
一
二
年
、
も
し
く
は
国
防
義
勇
軍
二
年
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う
徴
兵
制
度
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
二
〇
の
常
設
師
団
と

国
防
義
勇
軍
が
想
定
さ
れ
、
徴
兵
制
導
入
に
伴
い
、
現
状
一
四
個
の
義
勇
軍
は
三
倍
に
膨
ら
む
も
の
と
想
定
し
て
い
る）

7
（

。

　

次
号
で
は
、
ノ
ー
ラ
ン
・
Ｃ
・
キ
ン
グ
陸
軍
中
佐
が
、
先
の
論
文
﹁
大
戦
後
の
陸
軍
﹂
を
受
け
、
別
の
観
点
か
ら
持
論
を
展
開
し
て
い
る

（﹁T
he A

rm
y after the w

ar: A
nother view

﹂）。
キ
ン
グ
中
佐
は
、C

lericus

の
期
待
す
る
よ
う
な
﹁
大
﹂
陸
軍
の
維
持
は
困
難
だ
ろ
う

と
予
想
し
た
。
と
い
う
の
も
、
国
際
連
盟
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
体
制
に
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、
帰
還
後
の
復
員
兵
の
投
票
で
情
勢
が
一
変
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
キ
ン
グ
中
佐
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
歳
男
子
全
員
を
国
防
義
勇
軍
に
入
隊
さ
せ
、
そ
の
中
の
優
秀

者
を
常
備
軍
に
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と
を
彼
は
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
志
願
制
で
内
地
防
衛
部
隊
だ
っ
た
国
民
義
勇
軍
を
徴
兵
軍
に
改
編

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
常
備
軍
は
少
数
精
鋭
の
エ
リ
ー
ト
部
隊
と
な
る
。
除
隊
後
は
政
府
関
係
の
よ
い
ポ
ス
ト
も
得

ら
れ
る
な
ら
、
常
備
軍
へ
の
応
募
も
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
キ
ン
グ
中
佐
は
い
う
。
も
っ
と
も
、
義
勇
軍
に
お
け
る
訓
練
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
歩
兵
な
ら
六
カ
月
を
限
度
と
し
、
そ
れ
以
降
は
二
、
三
年
に
一
度
の
一
カ
月
訓
練
へ
と
徐
々
に
減
ら
し
て

い
く
と
い
う
制
度
を
提
案
し
た）

8
（

。

　

徴
兵
制
へ
の
期
待
は
さ
ら
に
続
く
。
大
戦
終
結
直
後
の
一
九
一
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
Ｆ
・
Ｈ
・
テ
ィ
レ
ル
将
軍
の
論
稿
は
、
徴
兵
制
の
下

で
の
ス
イ
ス
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
民
兵
（national m

ilitia
）
制
度
設
立
を
唱
え
る）

9
（

。
テ
ィ
レ
ル
将
軍
に
よ
れ
ば
、
英
国
が
大
戦
中
に
導
入

し
た
徴
兵
制
が
も
た
ら
し
た
二
つ
の
政
治
的
結
果
は
、
①
民
主
主
義
の
力
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
、
②
政
治
に
お
け
る
軍
国
主
義
の
力
を
弱
め

た
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
市
民
軍
は
侵
略
戦
争
を
し
な
い
。
む
し
ろ
職
業
軍
こ
そ
が
軍
国
主
義
精
神
を
育
む
の
で
あ
る
。
か
つ
、

民
兵
は
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
級
に
国
家
的
団
結
心
や
同
胞
愛
を
生
む
。
さ
ら
に
六
カ
月
（
三
カ
月
で
も
良
い
）
の
軍
事
訓
練
は
、
若
者

に
有
益
な
道
徳
的
身
体
的
効
果
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
。
テ
ィ
レ
ル
将
軍
の
モ
デ
ル
は
、
民
兵
と
は
い
え
、
常
備
軍
維
持
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

六
カ
月
の
短
期
兵
役
で
徴
兵
制
を
維
持
す
る
と
い
う
点
で
キ
ン
グ
中
佐
の
主
張
に
近
い
と
い
え
る
。
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間
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七
七
四

⑵　

短
期
決
戦
論
と
し
て
の
陸
軍
機
械
化
構
想

　

と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
期
待
に
反
し
、
戦
後
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
内
閣
は
軍
の
規
模
縮
小
と
軍
縮
政
策
を
推
進
し
た
。
一
九
一
九
年
八
月
に

採
用
さ
れ
た
﹁
一
〇
年
ル
ー
ル
﹂
と
い
わ
れ
る
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後
一
〇
年
間
英
国
は
次
期
大
戦
に
参
加
し
な
い
と
い
う
想
定

の
下
で
軍
事
予
算
の
見
積
も
り
を
立
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
休
戦
時
に
は
三
五
〇
万
名
以
上
に
の
ぼ
っ
た
部
隊
は
、
一
九
二
〇
年
末

ま
で
に
三
七
万
人
に
縮
小
し
た）
₁₀
（

。
陸
軍
の
支
出
額
も
一
九
一
八
年
の
九
七
万
ポ
ン
ド
か
ら
二
一
万
ポ
ン
ド
（
一
九
二
〇
）
に
ま
で
削
減
、
一

九
二
二
年
に
は
四
万
五
千
ポ
ン
ド
ま
で
抑
制
さ
れ
た）
₁₁
（

。
こ
う
し
て
陸
軍
は
人
員
も
予
算
も
大
戦
前
の
水
準
以
下
に
ま
で
縮
小
さ
れ
た
。

　

一
九
二
二
年
七
月
に
国
費
委
員
会
が
提
出
し
た
報
告
書
は
、
委
員
長
エ
リ
ッ
ク
・
ゲ
デ
ィ
ス
卿
の
名
前
を
冠
し
て
﹁
ゲ
デ
ィ
ス
の
斧

（G
eddes A

xe

）﹂
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
六
個
師
団
を
維
持
す
る
と
い
う
一
九
一
四
年
以
前
の
要
求
す
ら
も
は
や
採
用
さ
れ
得

な
い
と
結
論
付
け
た）
₁₂
（

。
こ
う
し
て
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
主
張
さ
れ
て
い
た
徴
兵
制
の
下
で
の
﹁
大
﹂
陸
軍
維
持
構
想
は
早
く
も
頓
挫

し
た
。
一
九
二
三
年
ま
で
に
英
陸
軍
は
志
願
制
に
復
し
、
単
調
な
国
内
防
衛
と
帝
国
領
内
の
警
備
に
戻
っ
た）
₁₃
（

。

　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
内
で
も
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
有
事
の
際
は
再
軍
拡
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
陸
軍
の
規
模
を
第
一
次

大
戦
前
に
戻
す
こ
と
に
し
ぶ
し
ぶ
同
意
す
る
論
文
が
現
れ
る
。
ベ
イ
リ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
少
佐
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
兵
組
織
の
よ
う
な
形
を

と
る
こ
と
な
ど
も
現
状
で
は
理
想
論
で
あ
り
、
潜
在
的
に
は
予
備
役
兵
が
数
百
万
名
生
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
そ
の
訓
練
の
必
要

を
説
い
た）
₁₄
（

。
た
だ
ハ
ミ
ル
ト
ン
少
佐
も
戦
時
の
大
規
模
軍
隊
を
想
定
し
て
い
る
点
で
は
、
上
述
の
論
者
た
ち
と
同
じ
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
、
人
員
整
理
や
予
算
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
な
か
、
徴
兵
制
と
は
異
な
る
形
で
兵
力
の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
議
論
が
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ

ャ
ー
ナ
ル
内
で
活
発
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
陸
軍
の
機
械
化
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
論
者
は
、
後
に
世
界
的
な
戦
略
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た

バ
ジ
ル
・
リ
デ
ル
・
ハ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ト
の
議
論
は
、
戦
車
部
隊
の
増
強
を
強
く
訴
え
た
こ
と
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る）
₁₅
（

。
ハ
ー
ト
は

一
九
一
九
年
に
投
稿
し
た
論
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
平
和
な
時
代
か
ら
戦
術
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
と
も
な
う
新
し
い
発
想
を
い
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ち
早
く
理
解
し
、
実
践
す
る
軍
隊
は
、
い
か
な
る
将
来
の
戦
争
に
お
い
て
も
、
物
質
面
と
士
気
の
両
面
に
お
い
て
極
め
て
有
利
な
状
況
で
戦

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
兵
力
の
経
済
化
と
い
う
大
原
則
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、﹁
人
員
削
減
の
痛
手
を
受
け
る
な
か
で
、
よ
り
大
き
な
兵
力
を
達
成
す
る
方
法
を
模
索
す
る
﹂
の
で
あ
る
、
と
。
ハ
ー
ト
は
歩
兵
が
依

然
と
し
て
決
定
的
武
力
と
し
て
の
地
位
を
保
つ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
だ
が
、
力
点
は
次
に
あ
る
。﹁
歩
兵
を
こ
の
よ
う
な
優
位
に
あ
ら
し

め
る
た
め
に
、
歩
兵
の
力
と
効
果
を
増
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂。
も
っ
と
も
、
推
進
力
を
犠
牲
に
し
て
火
力
の
増
強
に
専
念
す
れ
ば
、

塹
壕
戦
の
よ
う
な
こ
う
着
状
態
を
必
然
的
に
招
く
だ
ろ
う
。
歩
兵
に
と
っ
て
不
可
欠
な
性
質
と
は
進
撃
す
る
動
力
な
の
だ
。
そ
の
解
決
策
と

し
て
、
ハ
ー
ト
が
提
起
し
た
戦
術
こ
そ
が
歩
兵
と
戦
車
の
併
用
で
あ
っ
た）
₁₆
（

。
要
す
る
に
ハ
ー
ト
の
機
械
化
構
想
は
、
戦
力
の
維
持
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
政
府
の
緊
縮
予
算
方
針
や
国
民
の
厭
戦
的
風
潮
に
応
え
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
人
の
著
名
な
陸
軍
機
械
化
論
者
は
Ｊ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
フ
ラ
ー
大
尉
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
は
、
後
に
ナ
チ
ス
を
賛
美
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

モ
ズ
レ
ー
率
い
る
英
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
に
参
加
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ー
の
真
骨
頂
は
戦
車
論
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ー
は
一

九
一
七
年
一
一
月
の
カ
ン
ブ
レ
ー
の
戦
い
で
戦
車
部
隊
の
大
量
投
入
を
立
案
し
、
一
九
二
〇
年
代
は
陸
軍
大
学
校
や
陸
軍
省
に
勤
務
し
て
機

甲
戦
研
究
を
行
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
ハ
ー
ト
が
最
も
影
響
を
受
け
た
戦
略
家
で
も
あ
っ
た）
₁₇
（

。
フ
ラ
ー
は
一
九
一
九
年
度
金
賞
受
賞
論

文
の
な
か
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
戦
争
に
科
学
の
進
歩
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
済
的
軍
隊
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
短

期
的
か
つ
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
平
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
戦
時
の
力
に
転
嫁
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
は
、
徴
兵
制
に
よ
る
大
部
隊

は
地
上
で
敵
の
爆
撃
の
標
的
に
な
る
ば
か
り
か
、
機
動
性
が
劣
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ゆ
え
に
将
来
戦
は
兵
数
で
は
な
く
機
械
の
力
が
重
要

で
あ
り
、
英
国
は
﹁
鉄
の
靴
を
は
い
た
ア
キ
レ
ス
﹂
を
理
想
と
す
べ
き
だ
と
い
う）
₁₈
（

。
フ
ラ
ー
も
ハ
ー
ト
と
同
様
に
、﹁
経
済
的
﹂
軍
隊
を
目

指
し
て
厳
し
い
軍
縮
時
代
に
何
と
か
適
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
時
に
両
者
は
、
総
力
戦
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
ハ
ー
ト
の
場

合
、
塹
壕
戦
と
な
っ
た
ソ
ン
ム
の
戦
い
で
負
傷
し
た
経
験
か
ら
、
大
規
模
な
犠
牲
を
払
っ
て
得
る
勝
利
に
き
わ
め
て
批
判
的
で
、
大
陸
関
与
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に
対
す
る
否
定
的
な
提
言
を
行
っ
た）
₁₉
（

。
こ
の
よ
う
な
大
陸
へ
の
関
与
を
制
限
す
る
政
策
は
、
皮
肉
に
も
彼
ら
の
主
唱
す
る
機
甲
戦
を
可
能
に

す
る
陸
軍
予
算
を
も
切
り
崩
す
結
果
と
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
ハ
ー
ト
や
フ
ラ
ー
の
議
論
は
、
総
力
戦
の
﹁
可
能
性
﹂
を
否
定
す
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
短
期
決
戦
に

執
着
す
る
あ
ま
り
、
戦
争
が
長
期
化
し
た
場
合
の
具
体
的
な
対
応
策
が
十
分
に
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
楽
観
的
と
の
誹
り
は
免
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
内
で
は
将
来
戦
が
総
力
戦
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
長
期
戦
に
も
対
応
し
う
る
国
民
動
員
や
経
済
・

産
業
動
員
に
関
す
る
論
稿
や
講
演
は
、
ど
の
程
度
見
受
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

３　

総
力
戦
論
の
展
開

⑴　
「
国
民
動
員
」
へ
の
着
目

　

機
械
や
火
力
で
は
な
く
、マ
ン
パ
ワ
ー
ひ
い
て
は
国
民
の
役
割
、戦
意
や
士
気
（m

orale

）
の
重
要
性
を
強
調
し
た
論
稿
は
少
な
く
な
い
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
国
民
の
愛
国
心
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
四
月
に
開
か
れ
た
そ
の
講
演
は
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ボ
ー
ガ
ン
牧
師
（
従
軍
牧
師
）
に
よ
る
﹁
現
代
の
愛
国
心
﹂
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
、
ボ
ー
ガ
ン
牧
師
は
広
大
な
版
図
と
な

っ
た
大
英
帝
国
を
維
持
す
る
た
め
に
も
帝
国
民
、
な
か
ん
ず
く
帝
国
の
核
た
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
愛
国
心
が
重
要
で
あ
る
と
力
説
し
た
。

ボ
ー
ガ
ン
牧
師
は
愛
国
心
の
定
義
を
、
自
ら
が
属
す
る
社
会
集
団
（
家
族
、
国
家
、
帝
国
）
の
利
益
と
自
己
を
同
一
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
感

情
と
し
た
上
で
、
近
年
の
英
国
内
の
学
校
教
育
が
個
人
主
義
的
傾
向
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
国
民
の
帝
国
へ
の
帰
属
意
識

を
涵
養
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
の
際
、
軍
隊
で
経
験
す
る
訓
練
、
苦
痛
、
同
志
意
識
が
果
た
す
役
割
を
高
く
評
価
し
た
。

　

ボ
ー
ガ
ン
牧
師
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
﹁
病
﹂
か
ら
守
る
た
め
に
愛
国
的
本
能
は
統
制
さ
れ
（regulated

）、
涵
養
さ
れ
（disciplined

）
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
病
の
一
つ
は
軍
国
主
義
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
愛
国
心
は
軍
国
主
義
に
利
用
さ
れ
や
す

い
。
今
一
つ
の
病
は
平
和
主
義
で
あ
る
。
平
和
主
義
も
行
き
過
ぎ
れ
ば
、
国
家
の
団
結
を
損
な
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ボ
ー
ガ
ン
牧
師
は

第
三
の
病
と
し
て
良
心
的
兵
役
拒
否
を
挙
げ
る
。
兵
役
拒
否
者
が
い
か
に
良
心
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
、
彼
の
生
き
る
土
地
の
法
に
反
す
る
行

動
を
と
る
自
由
は
な
い
と
ボ
ー
ガ
ン
牧
師
は
述
べ
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
戦
争
遂
行
シ
ス
テ
ム
（w

ar m
achinery

）
の
一
歯

車
と
な
っ
て
自
己
を
規
制
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
聴
衆
の
中
か
ら
も
社
会
主
義
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
に
対
抗
す

る
た
め
に
も
、
愛
国
心
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
声
が
上
が
っ
た
（
Ｗ
・
Ｆ
・
カ
ボ
ー
ン
海
軍
中
佐
）。
ま
た
、
自
己
犠
牲
の
精
神
は

軍
事
訓
練
か
ら
生
ま
れ
る
と
し
、
規
律
（discipline

）
の
精
神
に
よ
っ
て
将
来
の
国
家
的
団
結
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
声
も
上
が
っ

た
（
ロ
ー
カ
ー
将
軍
）。
言
う
ま
で
も
な
く
、
愛
国
心
か
ら
く
る
国
民
の
自
発
的
な
戦
争
参
加
は
、
総
力
戦
遂
行
の
基
礎
と
な
る
。
ボ
ー
ガ

ン
の
議
論
が
、
単
な
る
国
威
発
揚
を
唱
え
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

次
に
同
年
、﹁
将
来
戦
の
可
能
性
﹂
に
つ
い
て
、
ル
イ
ス
・
Ｃ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
少
将
が
講
演
し
て
い
る）
₂₀
（

。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
少
将
は
一
八
九
五

年
～
一
九
〇
二
年
陸
軍
技
術
学
校
主
任
教
官
、
一
九
〇
七
～
一
九
一
〇
年
沿
岸
防
衛
副
長
官
、
一
九
一
四
年
か
ら
は
キ
ッ
チ
ナ
ー
陸
相
の
も

と
攻
撃
用
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
軍
事
発
明
に
従
事
、
一
九
一
五
年
に
は
軍
需
省
に
移
り
、
対
塹
壕
戦
軍
需
資
材
長
官
に
就
く
と
い

う
、
い
わ
ば
マ
ン
パ
ワ
ー
と
科
学
を
総
力
戦
に
動
員
す
る
責
任
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
だ
。
司
会
を
担
当
し
た
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ピ
ー
ル
陸
軍
次
官
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
講
演
内
容
は
い
わ
ば
陸
軍
省
の
お
墨
付
き
と
も
い
え
た
。

　

そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
ま
ず
将
来
戦
は
起
こ
り
得
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
答
え
は
明
確
に
﹁
イ
エ
ス
﹂
だ
っ
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
集
団
安
全
保
障
と
し
て
の
国
際
連
盟
の
機
能
を
疑
問
視
し
て
お
り
、﹁
多
く
の
ド
イ
ツ
人
は
彼
ら
が
復

讐
を
望
ん
で
い
る
と
言
う
の
を
憚
ら
な
い
﹂
と
述
べ
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
を
想
定
し
て
い
た
。
ま
た
仮
に
連
盟
が
加
盟
国
の
徴
兵
制
を
禁
じ

れ
ば
、
か
え
っ
て
﹁
適
者
生
存
﹂
を
促
し
、
国
力
の
す
べ
て
を
戦
争
準
備
に
傾
注
す
る
時
間
を
二
つ
の
交
戦
国
に
与
え
て
し
ま
い
、
宣
戦
布
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告
直
後
か
ら
総
力
戦
が
予
想
さ
れ
る
。
他
方
、
連
盟
の
勧
告
を
無
視
し
て
宣
戦
布
告
の
な
い
戦
争
と
な
る
可
能
性
も
高
く
、
そ
の
場
合
は
明

ら
か
に
遠
距
離
か
ら
の
急
襲
と
い
う
戦
略
が
と
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
予
想
し
た
。

　

そ
の
上
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
将
来
戦
の
特
徴
と
し
て
、
機
械
に
よ
る
輸
送
、
科
学
戦
（
焼
夷
弾
等
）、
航
空
機
の
活
用
、
部
隊
間
の
連
絡
（
無

線
等
）、
速
戦
即
決
に
適
し
た
新
型
兵
器
へ
の
更
新
、
多
機
能
化
し
た
兵
器
に
対
応
可
能
な
万
能
型
の
兵
士
を
挙
げ
た
。
つ
ま
り
ジ
ャ
ク
ソ

ン
は
塹
壕
戦
の
よ
う
な
戦
争
で
は
な
く
、
電
撃
戦
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
Ｆ
・
ス
ト
ー
ン
少
将
が
連
盟
の
影
響
力
へ
の
懐
疑
、
時
が
来
れ
ば
再
び
イ
ギ
リ
ス
は
立
ち
上
る
べ
き
だ
と
い

う
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
主
張
に
賛
同
し
た
。
議
長
の
ピ
ー
ル
陸
軍
次
官
も
講
演
内
容
を
全
面
的
に
支
持
し
、
さ
ら
に
国
民
の
士
気
（m

orale

）

が
勝
敗
を
決
す
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
。
つ
ま
り
、
宣
戦
布
告
な
き
戦
争
の
可
能
性
は
過
去
に
比
べ
て
む
し
ろ
高
ま
っ
て
お
り
、
本
土
が
空

爆
さ
れ
る
こ
と
を
ピ
ー
ル
陸
軍
次
官
は
憂
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
市
民
が
標
的
に
な
る
。
市
民
に
非
常
時
の
準
備
が
出
来
て

い
な
け
れ
ば
爆
撃
に
よ
っ
て
厭
戦
気
分
が
広
が
り
、
第
一
次
大
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
た
よ
う
な
事
態
に
陥
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
科
学
や
機
械
を
万
能
の
も
の
と
せ
ず
、
む
し
ろ
国
民
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
て
お
り
、
将
来
戦
も
第
一
次
大

戦
と
同
様
﹁
国
民
の
戦
争
﹂
と
な
る
こ
と
を
予
想
し
た
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

翌
年
に
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、﹁
労
働
と
陸
軍
と
の
関
係
﹂
が
議
題
と
な
っ
た
。
講
演
者
は
下
院
議
員
（
自
由
党
）
の
ジ
ョ
ン
・
ワ
ー
ド

大
佐
で
あ
っ
た
が
、
英
国
参
謀
本
部
作
戦
部
長
の
パ
ー
シ
ー
・
ラ
ド
ク
リ
フ
少
将
が
司
会
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
の
講
演
も
陸

軍
省
（
参
謀
本
部
は
省
内
に
置
か
れ
て
い
た
）
の
意
向
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
ワ
ー
ド
大
佐
は
一
八
八
五
年
に
陸
軍
に
仕
官
し
て
兵
役
を

経
た
後
、
労
働
運
動
の
指
導
者
と
な
っ
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
第
一
次
大
戦
に
際
し
て
再
び
仕
官
し
、
労
働
運
動
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
利

用
し
て
労
働
者
か
ら
な
る
五
つ
の
大
隊
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
た
。
彼
の
指
揮
す
る
部
隊
は
後
に
﹁
ダ
イ
ハ
ー
ド
﹂
の
異
名
を
と
り
、
シ
ベ
リ
ア

出
兵
で
も
そ
の
名
を
轟
か
せ
た）
₂₁
（

。
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ワ
ー
ド
大
佐
は
、
陸
軍
は
人
々
の
意
見
を
抑
圧
す
る
か
衰
え
た
与
党
の
力
を
維
持
す
る
た
め
の
組
織
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
労
働
運
動
家
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
陸
軍
観
に
対
し
て
、
国
内
外
の
騒
擾
、
紛
争
を
治
め
る
上
で
陸
軍
は
政
府
の
必
要
不
可
欠
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し

た
。
そ
れ
は
、
そ
の
政
府
が
保
守
党
、
自
由
党
、
労
働
党
で
あ
ろ
う
と
変
わ
ら
な
い
。
す
で
に
英
国
で
は
一
九
一
八
年
の
選
挙
法
改
正
で
普

通
選
挙
制
（
二
一
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
性
、
三
〇
歳
以
上
の
女
性
）
が
実
現
し
て
い
た
。
多
数
の
労
働
者
が
労
働
党
に
投
票
す
れ
ば
、
労

働
党
単
独
政
権
の
誕
生
は
現
実
の
も
の
と
な
る
（
一
九
二
四
年
一
月
に
初
の
労
働
党
政
権
が
成
立
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
ワ
ー
ド

大
佐
は
、
陸
軍
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
不
偏
不
党
で
任
務
に
あ
た
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ド
大
佐
は
将
校
や
下
士
官
へ

の
十
分
な
給
与
、
昇
進
制
度
（
下
士
官
か
ら
士
官
へ
）
の
改
正
が
充
分
に
な
さ
れ
る
と
い
う
条
件
を
付
し
た
上
で
、
平
時
に
お
け
る
徴
兵
制

の
可
能
性
を
否
定
し
、
現
在
の
志
願
制
度
を
支
持
し
た
。
司
会
に
あ
た
っ
た
ラ
ド
ク
リ
フ
少
将
も
、
ど
の
よ
う
な
政
権
が
来
よ
う
と
も
、
喜

ん
で
命
令
に
従
う
と
述
べ
た
。
ま
た
志
願
制
が
唯
一
の
取
り
得
る
選
択
肢
で
あ
り
、
英
国
陸
軍
も
規
模
は
小
さ
い
が
忠
実
な
陸
軍
（not 

large but loyal

）
を
望
ん
で
い
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る）
₂₂
（

。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
議
題
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
議
題
が
示
す
の
は
、
政
治
的
民
主
化
が
加
速

す
る
状
況
下
で
、
装
備
を
機
械
化
す
べ
き
か
否
か
と
い
っ
た
純
軍
事
的
・
戦
術
的
な
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
・
社
会
的
問
題
に
ま
で
英

国
陸
軍
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
期
戦
争
が
再
び
﹁
国
民
の
戦
争
﹂
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
以
上
、
反
軍

的
な
世
論
や
時
代
状
況
に
抗
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
陸
軍
を
そ
う
し
た
環
境
に
適
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ワ
ー
ド
大
佐
や
ラ

ド
ク
リ
フ
少
将
は
志
願
制
の
下
で
の
少
数
精
鋭
を
是
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
総
力
戦
準
備
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

次
期
総
力
戦
を
労
働
党
政
権
の
下
で
戦
う
可
能
性
も
想
定
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
講
演
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
労
働
組
合
が
戦

時
動
員
の
鍵
を
握
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
の
は
、
ワ
ー
ド
大
佐
そ
の
人
で
あ
り
、
彼
を
講
演
者
と
し
て
迎
え
た
英
国
陸
軍
な
の
で
あ
っ
た
。

　

同
年
一
二
月
に
は
陸
軍
省
動
員
徴
募
局
長
の
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
が
登
壇
し
、﹁
マ
ン
パ
ワ
ー
﹂
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
。
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司
会
は
陸
軍
元
帥
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
帝
国
参
謀
総
長
が
担
当
し
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
の
解
説
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
ど
の
よ
う
に

適
材
適
所
に
配
置
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
マ
ン
パ
ワ
ー
と
は
前
線
に
送
り
出
さ
れ
る
兵
士
だ
け
を
意
味
し
な

い
。
軍
需
品
な
ど
を
生
産
す
る
工
場
要
員
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
に
よ
れ
ば
、
戦
車
な
ど
の
機
械
化
や
新
技
術
の
発
明
を

促
進
す
れ
ば
人
員
を
カ
ッ
ト
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
維
持
・
運
搬
の
た
め
だ
け
で
な
く
修
理
工
と
い
っ
た
新
た
な
人
員
が
必
要
と
な
る
の
で
、

経
済
的
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
増
大
す
る
負
傷
兵
の
医
療
を
担
当
す
る
部
門
も
拡
充
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
の
兵
士
の
維
持
（
食
糧
、
兵
営
、
会
計
）
に
も
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
工
場
や
医
療
部
門
で
は
、
女
性
も
マ
ン
パ

ワ
ー
の
重
要
な
供
給
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
は
、
英
国
陸
軍
の
軍
事
的
任
務
は
総
力
戦
（a national w

ar

）
で
は
な
く
帝
国
中
の
警
備
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、

派
遣
軍
が
関
与
し
て
い
る
中
東
地
域
の
状
況
い
か
ん
で
は
軍
の
拡
充
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
場
合
、
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
国
民
に
訓
練
を

施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
時
間
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
定
義
や
講
義
の
説
明
内
容
か
ら
分

か
る
通
り
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
は
現
時
点
で
総
力
戦
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
総
動
員
の
準
備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
は
英
国
民
の
う
ち
マ
ン
パ
ワ
ー
の
適
性
を
欠
く
も
の
が
驚
く
ほ
ど
多
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
お
り
、
幼
児
の
保

護
、
ス
ラ
ム
街
の
撲
滅
、
過
度
の
飲
酒
防
止
、
性
病
の
根
絶
を
課
題
と
し
た
。
こ
れ
も
、
総
力
戦
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
提
言

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
司
会
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
、﹁
講
演
者
は
総
力
戦
（a national w

ar

）
を
極
め
て
正
当
に
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
国
民

の
成
人
男
子
、
殆
ど
の
婦
人
、
小
児
を
も
対
象
と
し
て
い
る
の
だ
﹂
と
評
し
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
少
将
に
賛
意
を
示
し
た）
₂₃
（

。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
、

現
職
の
帝
国
参
謀
総
長
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
本
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
等
に
兵
力
を
集
中
す
る
こ
と
を
望
み
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

や
ペ
ル
シ
ャ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
等
に
兵
を
割
く
こ
と
に
反
対
し
て
い
た）
₂₄
（

。
そ
れ
で
も
総
力
戦
に
備
え
る
こ
と
は
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ

メ
ン
ト
の
最
後
に
、
志
願
制
が
平
時
戦
時
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
軍
事
的
問
題
を
も
解
決
す
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
補
足
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し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
現
状
の
志
願
制
度
を
最
良
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

　

同
号
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
戦
争
に
お
け
る
主
導
権
﹂
を
著
し
た
Ｒ
・
Ｇ
・
チ
ェ
リ
ー
少
佐
は
、
よ
り
明
確
に
次
の
戦
争
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。
チ
ェ
リ
ー
少
佐
い
わ
く
、﹁
先
の
大
戦
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
我
々
の
次
の
大
戦
の
準
備
や
整
備
の
段
階
で
主
導
権
を
保
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
、
彼
も
﹁
大
戦
﹂
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
チ
ェ
リ
ー
少
佐
は
数

多
の
戦
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
一
貫
し
て
戦
争
の
主
導
権
は
攻
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
に

攻
撃
精
神
を
鼓
吹
し
、
有
事
の
際
に
迅
速
に
動
員
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
チ
ェ
リ
ー
少
佐
は
ビ
ス
マ
ル
ク
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
大
戦
中
の

ド
イ
ツ
を
そ
の
好
例
と
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
戦
争
の
主
導
権
を
取
る
こ
と
は
攻
勢
側
を
圧
倒
的
優
位
に
立
た
せ
る
だ
け
で
な
く
、
守
勢

側
の
持
つ
火
力
の
優
位
（m

echanical advantages

）
を
も
相
殺
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ー
ト
や
フ
ラ
ー
ら
の
機
械
化
論

へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
戦
争
の
主
導
権
は
兵
数
の
大
小
を
問
題
と
し
な
い
。

　

先
の
表
で
示
し
た
通
り
、
一
九
二
二
年
度
の
懸
賞
論
文
で
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
が
与
え
た
設
問
は
、
科
学
の
進
歩
が
戦
争
に
与
え
る
影
響
と
英
国
が

関
与
す
る﹁
次
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
争
﹂で
必
要
な
陸
軍
の
組
織
と
訓
練
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。
金
賞
受
賞
者
の
シ
ェ
ネ
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
・

ト
レ
ン
チ
少
佐
は
、
機
動
性
が
向
上
し
た
結
果
、
奇
襲
に
よ
る
先
制
攻
撃
が
有
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
戦
車
ど
う
し
の
戦
闘
は
膠
着
状
態

に
陥
る
）。
し
か
し
、
最
終
的
に
勝
利
を
獲
得
す
る
の
は
歩
兵
で
あ
り
、
戦
車
や
戦
闘
機
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
改
め
て
歩
兵
の
重
要

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
チ
ェ
リ
ー
少
佐
の
も
の
に
通
じ
る
。
そ
の
う
え
で
ト
レ
ン
チ
少
佐
は
、四
つ
の
配
慮（considerations

）

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
敵
の
攻
勢
に
対
す
る
準
備
、
②
国
民
性
、
美
徳
、
伝
統
と
共
存
し
た
軍
事
シ
ス
テ
ム
、
③
国
民
の

日
常
の
需
要
を
満
た
し
、
世
界
規
模
の
帝
国
の
責
務
を
全
う
す
る
軍
事
シ
ス
テ
ム
、
④
海
軍
、
空
軍
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
英
国
の
国
民
性
、
美
徳
、
伝
統
と
は
、
反
軍
的
世
論
、
生
き
る
と
い
う
﹁
無
上
の
美
徳
﹂、
そ
し
て
海
主
陸
従
の
伝
統
を
指
す
。
こ
れ
ら

は
必
ず
し
も
陸
軍
に
と
っ
て
は
有
利
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
制
約
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
制
限
を
軽
視
し
た
組
織
を
作
る
こ
と
は
無
駄
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で
あ
る
と
ト
レ
ン
チ
少
佐
は
説
く
。
そ
の
発
想
は
、
は
じ
め
に
英
国
陸
軍
あ
り
き
と
い
う
よ
り
、
国
民
が
あ
っ
て
の
陸
軍
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
か
ら
、
攻
勢
の
優
位
を
説
き
な
が
ら
英
国
の
国
民
性
に
鑑
み
て
防
衛
的
な
軍
隊
に
す
べ
き
と
し
た
。

　

ト
レ
ン
チ
少
佐
は
、
徴
兵
制
に
よ
る
大
陸
型
の
国
民
軍
創
設
や
、
大
規
模
の
職
業
軍
の
維
持
も
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
、

以
下
の
よ
う
な
戦
時
組
織
の
提
案
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
警
護
を
任
務
と
す
る
国
防
義
勇
軍
（
戦
時
四
二
個
師
団
）
の
活
用
で
あ

る
。
ト
レ
ン
チ
少
佐
に
よ
れ
ば
、
徴
兵
軍
や
大
規
模
な
職
業
軍
だ
け
で
な
く
、
有
事
の
際
に
キ
ッ
チ
ナ
ー
陸
軍
の
よ
う
な
新
設
軍
を
創
り
ゼ

ロ
か
ら
訓
練
を
す
る
よ
り
、
こ
の
提
案
は
低
コ
ス
ト
の
編
制
だ
と
い
う
。
四
二
個
師
団
（
一
個
師
団
約
一
万
五
〇
〇
〇
）
は
平
時
に
お
い
て

四
分
の
一
が
現
役
の
国
防
義
勇
軍
、
約
二
分
の
一
が
予
備
役
で
当
て
ら
れ
、
残
り
が
募
兵
か
徴
兵
に
よ
る
と
い
う
。
ト
レ
ン
チ
少
佐
は
、
開

戦
後
二
日
で
戦
時
一
五
個
師
団
（
五
個
兵
団
）
を
編
制
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
一
〇
万
人
を
徴
兵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
要
す

る
に
、
ト
レ
ン
チ
は
平
時
の
徴
兵
軍
を
否
定
し
て
い
る
が
有
事
の
際
は
議
会
に
強
制
権
が
付
与
さ
れ
、
徴
兵
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、﹁
陸
軍
の
質
は
究
極
的
に
は
国
民
の
質
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
健
康
や
教
育
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
革
新

的
法
案
は
軍
事
に
と
っ
て
も
重
要
な
の
で
あ
る
﹂。
そ
し
て
ト
レ
ン
チ
は
、﹁
防
衛
の
最
大
の
策
は
、
全
国
民
男
子
を
健
全
に
保
つ
こ
と
で
あ

ろ
う
﹂
と
結
論
付
け
る
。
こ
の
論
文
も
、
徴
兵
制
か
否
か
、
機
械
化
か
否
か
、
と
い
う
二
者
択
一
の
問
題
で
は
な
く
、
総
力
戦
に
は
ど
の
み

ち
国
民
動
員
が
伴
う
た
め
、
平
時
か
ら
国
民
動
員
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
四
年
度
の
懸
賞
論
文
も
平
時
の
兵
力
を
﹁
国
家
規
模
で
の
戦
争
﹂（a w

ar on a national scale

）
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
増
員

す
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
与
え
ら
れ
た（
表
２
を
参
照
）。
こ
こ
で
い
う
国
家
規
模
で
の
戦
争
と
は
、第
一
次
大
戦
の
再
現
を
想
定
し
て
お
り
、

総
力
戦
と
置
き
換
え
て
よ
い
。
金
賞
を
受
賞
し
た
Ｌ
・
Ｉ
・
カ
ウ
パ
ー
大
尉
も
、
軍
人
に
と
っ
て
最
初
の
責
務
は
﹁
利
用
し
う
る
ヒ
ト
と
資

源
を
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
﹂
で
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
戦
争
を
軍
人
が
主
導
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
戦
争
は
あ
く
ま
で
外
交
政
策

の
延
長
で
あ
る
た
め
、
外
交
の
責
任
者
（
政
治
家
）
が
戦
争
指
導
に
あ
た
る
べ
き
と
い
う
文
民
統
制
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
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外
交
政
策
も
逆
に
戦
争
準
備
の
度
合
い
に
影
響
を
受
け
る
）。

　

カ
ウ
パ
ー
大
尉
は
、
戦
争
の
準
備
に
際
し
て
、
国
民
の
動
員
、
産
業
や
通
商
の
統
制
を
管
掌
す
る

内
務
省
の
役
割
を
重
視
す
る
。
開
戦
劈
頭
に
迅
速
に
徴
兵
で
き
る
よ
う
平
時
に
徴
兵
登
録
（a 

national register

）
を
準
備
す
る
こ
と
が
肝
要
と
い
う
。
第
一
次
大
戦
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
英
国

民
四
二
〇
〇
万
人
の
う
ち
陸
軍
に
徴
用
で
き
る
の
は
三
八
〇
万
人
で
あ
る
と
い
う
（
一
個
師
団
に
つ

き
三
万
八
〇
〇
〇
名
、
一
個
師
団
を
維
持
す
る
の
に
毎
年
新
兵
を
一
万
六
八
二
四
名
補
充
す
る
必
要

が
あ
る
）。
も
っ
と
も
カ
ウ
パ
ー
大
尉
は
、総
力
戦
に
お
け
る
精
神
的
要
素
を
重
視
す
る
。
す
な
わ
ち
、

﹁
厭
戦
的
国
民
に
強
い
る
こ
と
の
で
き
る
軍
事
制
度
は
な
い
﹂
の
で
あ
り
、
戦
争
準
備
に
際
し
て
、

国
民
の
精
神
性
（
も
の
の
見
方
や
一
般
的
性
格
）
を
根
本
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

上
で
、
戦
闘
行
為
が
開
始
さ
れ
れ
ば
徴
兵
制
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
。
今
準
備
す
べ
き
こ
と
は
、
や

は
り
陸
軍
に
徴
用
で
き
る
男
子
を
最
大
限
活
用
し
う
る
計
画
を
練
る
こ
と
な
の
で
あ
る
と
カ
ウ
パ
ー

大
尉
は
重
ね
て
力
説
す
る
。

　

カ
ウ
パ
ー
大
尉
は
ト
レ
ン
チ
少
佐
と
同
様
に
、
常
備
軍
六
個
師
団
に
加
え
て
一
四
個
師
団
（
戦
時

四
二
個
）
の
国
防
義
勇
軍
を
大
陸
に
派
遣
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
徴
兵
登
録
が
開
戦
と
共
に

効
力
を
発
揮
し
て
も
、す
ぐ
に
は
兵
力
を
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
時
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

国
防
義
勇
軍
の
予
備
役
兵
が
埋
め
る
と
い
う）
₂₅
（

。

表２・カウパー論文が想定する英国陸軍の戦時動員と大陸派遣

開戦後に派遣される兵力

開戦後14日 １個騎兵師団＋５個歩兵師団

４カ月 12個歩兵師団

５カ月 16個歩兵師団

９カ月 14個歩兵師団

計48個師団
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（
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～
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三
八
）

七
八
四

⑵　
「
産
業
動
員
」
へ
の
着
目

　

総
力
戦
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
は
産
業
動
員
で
あ
る
。
い
く
ら
兵
士
や
兵
器
を
戦
場
に
投
入
し
よ
う
と
も
、
産
業
動
員
に
よ
る
能

率
的
生
産
な
く
し
て
戦
争
の
継
続
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
総
力
戦
論
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
お
い

て
、
産
業
動
員
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文
が
い
く
つ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
・
マ
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ス
陸
軍
大
尉
は
論
文
﹁
産
業
戦
略
﹂（
一
九
二
六
）
の
な
か
で
、
次
な
る
大
戦
へ
の
綿
密
な
準
備
の
必
要
を
と
く
。

ロ
ス
大
尉
は
、﹁
次
の
戦
争
は
よ
り
短
期
間
に
よ
り
効
率
的
に
国
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
組
織
が
求
め
ら
れ
る
﹂と
断
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ン
パ
ワ
ー
（
兵
力
と
労
働
力
）
と
軍
需
資
源
の
総
動
員
、
そ
し
て
機
動
性
と
迅
速
な
決
定
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
国
家
は
以
下
の
方

面
で
の
統
制
を
行
う
。
①
ヒ
ト
と
労
働
力
の
統
制
、
②
工
業
生
産
の
統
制
、
③
天
然
資
源
の
統
制
、
④
外
国
貿
易
の
統
制
、
⑤
燃
料
と
電
力

の
統
制
、
⑥
輸
送
の
統
制
、
⑦
通
信
の
統
制
、
⑧
資
本
の
統
制
、
⑨
価
格
の
統
制
、
⑩
食
糧
の
統
制
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
ロ
ス
大
尉
の
議
論

は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。﹁
共
通
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
国
力
の
統
合
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
妥
協
や
議
論
は
そ
の
価
値
を
失
い
、
専
制

が
必
要
と
な
る
﹂。
そ
れ
ゆ
え
、
宣
戦
布
告
と
共
に
徴
兵
制
（U

niversal Service

）
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
宣
戦
布
告
後
に
新
た

な
適
量
の
軍
需
品
が
生
産
さ
れ
戦
地
に
届
け
ら
れ
る
の
に
一
二
カ
月
は
最
低
か
か
る
た
め
、
そ
の
時
間
差
を
埋
め
る
だ
け
の
平
時
の
備
蓄
が

必
要
だ
と
い
う
。
ロ
ス
大
尉
は
カ
ウ
パ
ー
論
文
が
想
定
し
た
段
階
的
戦
時
動
員
を
基
に
し
て
、備
蓄
が
底
を
つ
く
開
戦
一
六
カ
月
（
六
四
週
）

後
ま
で
に
新
た
な
軍
需
品
の
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
（
表
３
）。

　

ロ
ス
大
尉
に
よ
れ
ば
、
産
業
動
員
に
よ
る
迅
速
な
生
産
の
た
め
に
は
、
労
働
の
中
央
統
制
と
同
時
に
責
任
の
分
権
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
設
計
、
規
格
、
見
積
と
い
っ
た
領
域
で
は
中
央
統
制
が
必
要
で
あ
る
が
、
契
約
・
管
理
・
生
産
・
支
払
に
つ
い
て
交
渉
し
準
備

す
る
領
域
で
は
分
権
が
求
め
ら
れ
る）
₂₆
（

。

　

Ｗ
・
Ｇ
・
リ
ン
ゼ
ル
少
佐
も
﹁
大
戦
の
行
政
的
教
訓
﹂（
一
九
二
六
）
の
中
で
、
産
業
動
員
の
重
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。
戦
争
の
勝
敗
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を
決
す
る
の
は
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
維
持
（m

aintenance

）
と

移
動
（m

ovem
ent

）
と
い
う
二
つ
の
行
政
の
円
滑
な
働
き
で

あ
る
と
い
う
。
第
一
次
大
戦
勃
発
時
に
英
国
は
一
万
二
〇
〇
〇

名
と
四
〇
〇
〇
の
動
物
で
戦
っ
た
が
、
最
終
的
に
三
〇
〇
万
名

（
労
働
な
ど
非
戦
闘
員
も
含
め
）
と
五
〇
万
の
動
物
が
戦
争
に

従
事
し
た
。
次
の
大
戦
も
同
様
の
増
員
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
平
時
に
す
べ
き
こ
と
は
情
報
収
集
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
国

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
仮
想
敵
国
の
資
源
や
供
給
量
に
つ
い
て

の
情
報
も
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
組
織
し
、

適
切
な
時
間
と
場
所
で
そ
れ
ら
を
利
用
し
、
決
定
的
な
ポ
イ
ン

ト
で
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
経
済
諜
報
機
関
の
設
置
も
求
め
ら
れ
る
。

　

リ
ン
ゼ
ル
少
佐
は
、
国
民
全
体
の
心
か
ら
の
支
持
な
く
し
て

は
い
か
な
る
規
模
の
戦
争
も
遂
行
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
そ
の

た
め
に
、
国
民
の
情
熱
を
暴
動
に
向
か
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

警
告
す
る
。
有
望
な
将
校
、
機
械
工
、
科
学
者
、
炭
鉱
・
鉄
鋼

労
働
者
、
職
人
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
な
能
力
を
挙
国
一
致
の

実
を
あ
げ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

表３・大陸派遣軍に求められる弾薬の備蓄と新たな生産との関係
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24
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16
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8

4

派
遣
準
備
が
整
っ
た
師
団

１
週
間
の
生
産
量

（千）

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65
動員発動後の週数

48個師団

18個師団

34個師団

6個師団

派遣師団用に平時より
備蓄されていた
18ポンド砲の弾薬量

新たな
弾薬
の生
産量師団

が求
める
１

週
間
の
弾
薬
量
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～
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九
三
八
）

七
八
六

る
。
リ
ン
ゼ
ル
少
佐
の
論
文
は
以
下
の
文
章
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。﹁
大
戦
の
行
政
的
教
訓
は
軍
人
よ
り
政
治
家
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
政
治
家
に
忠
告
し
、
国
民
を
教
育
し
、
戦
争
を
忘
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
軍
人
の
役
目
で
あ

る
。
平
時
に
備
え
が
出
来
て
い
な
け
れ
ば
、
次
の
戦
争
で
最
初
に
苦
し
む
の
は
軍
人
な
の
で
あ
る
。﹂

　

産
業
動
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
七
年
度
二
等
受
賞
論
文
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
Ｊ
・
キ
ー
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ズ

大
尉
は
、
国
際
連
盟
規
約
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
、
そ
し
て
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
規
定
に
よ
り
、
英
国
が
大
陸
に
お
け
る
戦
争
へ
介
入
す
る
可

能
性
は
、
第
一
次
大
戦
よ
り
も
高
ま
っ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
場
合
﹁
地
上
軍
の
迅
速
な
攻
撃
が
必
要
﹂
だ
と
主
張
す
る
。
軍
の
機
械

化
も
重
要
だ
が
、
膠
着
戦
を
避
け
る
た
め
に
緒
戦
で
﹁
大
規
模
な
軍
と
物
量
を
投
じ
る
の
が
世
界
の
共
通
作
戦
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
動
員
が

勝
敗
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
大
尉
は
軍
事
よ
り
も
政
策
が
優
先
さ
れ
れ
ば
、
逐
次
投
入
と
な
り
、
そ
の
結
果
敗

北
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
す
る）
₂₇
（

。

　
﹁
陸
軍
と
預
言
者
た
ち
﹂（
一
九
三
〇
）
を
投
稿
し
た
Ａ
・
Ｐ
・
ワ
ヴ
ェ
ル
准
将
は
、
第
一
次
大
戦
の
諸
要
素
の
一
つ
に
総
動
員
を
挙
げ
る
。

全
市
民
だ
け
で
な
く
国
家
の
す
べ
て
の
産
業
力
が
戦
争
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
投
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
長
期
戦
と
な
れ
ば
、
単
な
る
兵
力
数
よ

り
も
産
業
力
の
方
が
勝
利
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
、
と
述
べ
る
。
国
家
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
力
を
戦
争
の
た
め
に
動
員
す
る
準
備
を
す

る
こ
と
は
、
戦
後
も
っ
と
も
発
展
し
て
き
た
要
素
で
あ
る
と
ワ
ヴ
ェ
ル
准
将
は
見
て
い
た
。
実
際
に
あ
ら
ゆ
る
国
に
お
い
て
、
事
細
か
に
研

究
さ
れ
、
開
戦
時
に
陸
海
軍
だ
け
で
な
く
、
工
場
、
報
道
機
関
、
そ
し
て
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
生
活
に
関
す
る
機
関
を
動
員
す
る
計
画
が
練
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
次
の
戦
争
も
産
業
動
員
が
顕
著
な
特
徴
と
な
る
だ
ろ
う
と
ワ
ヴ
ェ
ル
准
将
は
﹁
予
言
﹂
す
る
の
で
あ
る
。
ワ
ヴ
ェ

ル
准
将
は
、
い
ち
早
く
動
員
を
確
立
す
る
か
、
敵
の
生
活
や
継
戦
意
志
を
破
壊
す
る
こ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
た
。
将
来
戦
は
総

動
員
が
必
至
で
あ
り
、
政
治
家
だ
け
で
な
く
軍
人
も
自
国
の
民
間
組
織
、
一
般
的
市
民
の
士
気
、
本
土
防
衛
の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重
に
学

ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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ま
た
、
外
国
の
産
業
動
員
に
も
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
一
つ
は
、
一
九
二
九
年
に
Ｃ
・
Ｂ
・
ロ
ビ
ン
ス
米
国
陸

軍
次
官
の
論
文
﹁
産
業
動
員
の
決
定
的
役
割
﹂
が
転
載
さ
れ
て
い
る）
₂₈
（

。
第
一
次
大
戦
で
準
備
不
足
を
露
呈
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
軍
需
生
産
の

非
能
率
や
混
乱
を
改
善
す
べ
く
資
産
家
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
バ
ル
ー
ク
を
長
と
す
る
戦
時
産
業
局
（W

ar Industry B
oard

）
を
設
立
し
、
産

業
動
員
を
中
央
管
轄
と
し
た
。
戦
後
は
陸
軍
次
官
が
責
任
者
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
軍
需
物
資
の
調
達
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
同
時
に
、
既
存
の
産
業
組
織
の
活
動
を
許
可
し
、
政
府
の
制
限
を
最
小
限
に
止
め
、
産
業
組
織
に
軍
需
物
資
を
供
給
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
な
政
策
で
あ
る
。
明
白
な
必
要
が
な
い
限
り
、
電
力
や
輸
送
、
そ
の
他
の
産
業
は
政
府
に
統
制
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ビ
ン
ス
は
、

民
間
産
業
の
活
力
を
統
制
す
る
の
で
は
な
く
、
自
律
性
を
尊
重
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
現
代
の
戦
争
は
軍
事
的
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
複

雑
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
で
研
究
さ
れ
、
計
画
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　

他
方
で
、
米
陸
軍
の
物
資
調
達
の
当
局
者
は
民
間
産
業
の
指
導
者
と
定
期
的
に
接
触
し
て
お
り
、
協
力
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
地
区
担
当
の
将
校
と
民
間
人
が
毎
月
会
議
を
開
い
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
軍
人
が
産
業
に
精

通
す
る
た
め
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
や
陸
軍
産
業
大
学
で
学
ぶ
制
度
作
り
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
強
大
な
産
業

力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
、
次
の
戦
争
に
む
け
て
か
な
り
具
体
的
な
計
画
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
産
業
が
主
体
的
に
総
動
員
計
画
に

参
加
し
て
い
る
と
い
う
内
容
は
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
を
購
読
す
る
英
国
陸
軍
軍
人
に
は
お
お
い
に
刺
激
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
三
四
年
に
は
後
に
仏
大
統
領
と
な
る
国
家
防
衛
事
務
総
局
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
陸
軍
中
佐
の
論
文
﹁
諸
外
国
の
産
業
動
員
﹂

も
抄
訳
さ
れ
て
い
る）
₂₉
（

。
ド
・
ゴ
ー
ル
中
佐
は
、
産
業
動
員
の
必
要
が
世
界
の
軍
事
常
識
と
な
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
・

ベ
ル
ギ
ー
の
産
業
動
員
計
画
の
実
態
を
紹
介
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
産
業
界
と
行
政
の
協
力
体
制
に
注
目
し
、
産
業
家
に
﹁
儲

か
る
﹂
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
九
三
〇
年
以
来
二
〇
〇
〇
社
の
工
業
会
社
が
戦
時
服
務
に
関
す
る

講
習
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
資
源
貧
困
国
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
世
界
恐
慌
克
服
を
名
目
と
し
て
厳
格
な
産
業
統
制
を
法
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制
化
し
て
い
る
こ
と
に
ド
・
ゴ
ー
ル
中
佐
は
着
目
し
て
い
る
。
工
場
監
査
に
関
す
る
法
律
（
一
九
二
三
）、
一
四
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
と

す
る
国
民
動
員
を
含
む
総
動
員
に
関
す
る
法
律
（
一
九
二
五
）、
資
源
調
査
機
関
を
設
置
す
る
法
律
（
一
九
二
九
）、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

強
国
に
隣
接
す
る
ベ
ル
ギ
ー
は
、
戦
争
へ
の
努
力
（w

ar effort

）
が
無
駄
に
終
わ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
感
情
か
ら
そ
れ
ほ
ど
法
整
備

は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
中
欧
に
お
け
る
汎
ド
イ
ツ
運
動
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
産
業
動
員
の
準
備
を
進
め
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ド
・
ゴ

ー
ル
中
佐
は
従
来
戦
車
を
用
い
た
電
撃
戦
の
主
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
産
業
動
員
に
も
相
当
の
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
イ
ギ

リ
ス
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

４　

第
二
次
大
戦
前
夜
の
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
通
し
て
み
る
限
り
、
英
国
陸
軍
に
は
次
期
戦
争
が
再
び
総
力
戦
と
な
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
、
そ
の
準
備
の

必
要
を
訴
え
る
声
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
陸
軍
の
声
は
、
反
戦
世
論
と
財
政
的
問
題
に
掻
き
消
さ
れ
、
政

府
や
国
民
の
み
な
ら
ず
、
陸
軍
に
お
い
て
す
ら
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
民
の
反
戦
的
感
情
を
配
慮
し
た
陸
軍
機
械
化
で
さ
え
、
一
九
三
八

年
に
至
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
〇
年
ル
ー
ル
が
続
い
た
せ
い
で
国
内
軍
事
産
業
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た）
₃₀
（

。
将
来
の
動
員

の
た
め
の
行
政
施
設
や
産
業
施
設
も
維
持
す
る
努
力
は
な
さ
れ
な
か
っ
た）
₃₁
（

。

　

総
力
戦
は
国
民
主
体
の
戦
争
で
あ
り
、
国
民
の
総
力
戦
へ
の
理
解
と
戦
う
意
志
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
陸
軍
内
の
焦
り
は
、
Ｒ
Ｕ

Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
Ｋ
・
Ｐ
・
ス
ミ
ス
大
尉
は
﹁
国
民
の
戦
争
へ
の
意
志
（T

he national w
ill to 

w
ar

）﹂（
一
九
三
八
）
の
中
で
、
英
国
民
の
準
備
不
足
に
対
す
る
諦
め
と
焦
り
を
以
下
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る）
₃₂
（

。
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
（
一
九

三
五
）
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
（
一
九
三
六
）
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
危
機
が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一
般
的
英
国
民
は
こ
う
し
た
戦
争
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の
危
機
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
一
般
将
校
で
す
ら
危
機
を
空
想
的
だ
と
決
め
込
ん
だ
。
し
か
し
、
戦
争
は
市
民
の
貢
献
な
し
に
は
成

り
立
た
な
い
。
国
民
の
戦
争
へ
の
意
志
と
は
、
戦
時
に
国
民
が
望
ん
で
戦
争
準
備
の
た
め
の
政
策
を
実
行
し
、
敵
を
負
か
す
こ
と
に
他
の
全

て
の
関
心
を
追
随
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
軍
国
主
義
で
は
、
起
こ
り
う
る
戦
争
を
危
惧
し
、
平
時
か
ら
戦
争
に
利
用
し
う
る

全
て
の
活
動
や
資
源
を
準
備
す
る
。
英
国
民
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
ス
ミ
ス
大
尉
は
い
う
。
英
国
世
論
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、
ボ
ー
ア

戦
争
、
そ
し
て
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
い
つ
も
戦
争
を
煽
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
戦
後
、
国
民
は
一
転
し
て
危
機
へ
の
対
応
を
求
め

な
か
っ
た
。
一
九
三
六
年
以
降
増
大
す
る
危
機
を
受
け
て
、
政
党
も
再
軍
備
に
賛
成
し
た
が
、
多
数
の
国
民
は
そ
れ
以
上
の
役
割
を
果
た
し

た
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
常
備
軍
や
国
防
義
勇
軍
の
欠
員
は
深
刻
で
あ
る
。
軍
需
生
産
に
関
わ
る
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

も
問
題
で
あ
る
。
平
和
反
戦
組
織
の
活
動
も
無
視
で
き
な
い
。
現
代
の
戦
争
は
平
時
か
ら
あ
る
程
度
の
準
備
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
準
備
と

は
、
軍
国
主
義
的
な
状
態
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
必
要
な
の
は
、
義

務
へ
の
理
解
を
国
民
に
求
め
、
国
防
に
何
が
求
め
ら
れ
る
か
を
明
快
に
国
民
に
示
す
こ
と
で
あ
る
、
と
ス
ミ
ス
大
尉
は
訴
え
る
。

　

Ｒ
・
Ｈ
・
ビ
ー
ド
ン
大
佐
の
﹁
防
衛
す
な
わ
ち
敗
北
（D

efence and D
efeat

）﹂（
一
九
三
八
）
は
、
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
論
稿
で

あ
っ
た）
₃₃
（

。
ビ
ー
ド
ン
大
佐
は
、
英
国
の
伝
統
的
戦
略
が
防
衛
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
歴
史
を
歪
め
る
も
の
で
あ
り
、
英
国
軍
兵
士
へ
の

侮
辱
で
あ
る
と
繰
り
返
し
主
張
す
る
。﹁
も
し
海
上
権
力
を
勝
利
の
鍵
と
見
做
す
こ
と
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
陸
上
兵
力
の
拡

張
は
我
々
の
海
上
の
安
全
に
対
す
る
新
た
な
挑
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
正
し
い
﹂
の
で
あ
っ
た
。
ビ
ー
ド
ン
大
佐
は
、
対
ド
イ
ツ

防
衛
を
イ
ギ
リ
ス
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
冷
淡
な
態
度
に
も
批
判
的
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
イ
ギ
リ

ス
に
と
っ
て
の
最
前
線
は
ラ
イ
ン
川
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
前
提
の
上
に
立
ち
、
ビ
ー
ド
ン
大
佐
は
攻
勢
的
な
訓
練
を
兵
士
に
施
す
べ

き
だ
と
主
張
す
る
。
ビ
ー
ド
ン
大
佐
は
最
後
に
﹁
国
民
を
惑
わ
し
、
同
盟
国
を
狼
狽
さ
せ
、
敵
国
の
嘲
笑
を
買
う
よ
う
な
日
和
見
主
義
を
排

す
べ
き
﹂
と
述
べ
て
稿
を
閉
じ
た）
₃₄
（

。
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Ｂ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
准
将
は
、
国
民
動
員
に
つ
い
て
憂
慮
す
る
。
第
一
次
大
戦
は
、
義
務
教
育
と
現
代
の
発
明
と
相
ま
っ
て
、
世
界
を

よ
り
小
さ
な
も
の
と
し
、
人
々
に
よ
り
判
断
す
る
力
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
問
題
は
知
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
々
を
ど
の
よ
う
に
し

て
熱
狂
的
に
さ
せ
戦
争
へ
動
員
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
国
民
は
、
短
期
か
つ
安
価
で
、
先
の
大
戦
の
よ
う
な
犠
牲
を
強
い
な

い
戦
争
で
な
け
れ
ば
戦
争
を
望
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
案
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
衆
の
記
憶
か
ら
先
の
戦
争
が
薄
れ
て
い
っ

て
も
、一
人
の
狂
人
が
勝
利
へ
の
良
き
処
方
箋
な
し
に
国
家
を
戦
争
へ
駆
り
立
て
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た（﹁
現
代
の
戦
争
と
機
械
へ
の
惑
い
﹂

一
九
三
八
）。

　

結
局
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
常
備
軍
の
大
陸
関
与
を
し
ぶ
し
ぶ
承
認
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
ズ
デ
ー
テ
ン
進
駐
か
ら
四
カ
月
経
っ
た
一
九
三

九
年
二
月
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
常
備
軍
四
個
師
団
と
国
民
義
勇
軍
四
個
師
団
に
、
大
陸
任
務
の
た
め
の
十
分
な
装
備
を
与
え
る
計
画
が
始

ま
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
整
備
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
三
月
に
は
国
民
義
勇
軍
の
志
願
殺
到
を
受
け
、
兵
力
を
一
万
七

〇
〇
〇
名
か
ら
三
万
四
〇
〇
〇
名
に
倍
増
さ
せ
た
。
し
か
し
、
訓
練
、
装
備
、
教
官
が
不
足
し
て
お
り
名
ば
か
り
の
増
員
だ
っ
た
。
夏
に
は

六
カ
月
の
訓
練
を
経
た
徴
兵
二
〇
万
名
が
急
造
さ
れ
た
が
、
実
態
は
義
勇
軍
同
様
で
あ
っ
た）
₃₅
（

。
こ
う
し
て
、
九
月
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
は
、

十
分
な
訓
練
と
装
備
を
欠
い
た
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
と
向
か
っ
た）
₃₆
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
通
し
て
、
戦
間
期
に
お
け
る
英
国
陸
軍
の
総
力
戦
論
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
英
国
陸
軍
の
次
期
大
戦

構
想
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
ハ
ー
ト
や
フ
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
陸
軍
機
械
化
に
よ
る
短
期
決
戦
論
が
中
心
的
に
議
論
さ
れ
て
き
た

と
い
え
る
。
短
期
決
戦
論
は
、
で
き
る
だ
け
人
的
被
害
を
抑
え
よ
う
と
し
た
点
で
、
厭
戦
気
分
の
強
い
世
論
に
配
慮
し
た
構
想
で
あ
っ
た
。
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実
際
に
英
国
陸
軍
は
、
新
聞
の
批
判
の
的
と
な
り
、
予
算
カ
ッ
ト
に
よ
り
装
備
は
老
朽
化
し
、
高
い
失
業
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
兵
員
不
足
が

続
い
た
た
め
、
陸
海
空
の
な
か
で
も
﹁
シ
ン
デ
レ
ラ
﹂
の
軍
隊
と
嘆
か
れ
た）
₃₇
（

。
一
九
一
九
年
以
来
﹁
一
〇
年
ル
ー
ル
﹂
の
下
で
、
戦
争
に
関

与
し
な
い
と
い
う
前
提
の
下
で
陸
軍
の
組
織
運
営
が
な
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
戦
後
も
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
に
は
仏
軍
と
共
に
英
陸
軍
が
駐
留
し
続
け
て
お
り
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
締
結
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
で
起
こ
る
戦
争
に
英
軍
が
関
与
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
毎
年
の
懸
賞
論
文
の
課
題
を
み
て
分
か
る

通
り
、
将
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
再
び
大
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
の
上
で
、
そ
の
対
策
を
応
募
者
に
講
じ
さ
せ
た
。

　

陸
軍
機
械
化
論
は
、
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
お
い
て
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
も
は
や
マ
ン
パ
ワ
ー
と
機
械
化
の
二
者
択
一
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
両
者
を
併
用
す
る
際
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
リ
デ
ル
・
ハ
ー
ト
や
フ
ラ
ー
の
陸
軍
機
械
化

論
は
電
撃
戦
に
よ
る
短
期
決
戦
を
前
提
と
し
て
お
り
、
国
家
総
動
員
を
伴
う
よ
う
な
長
期
総
力
戦
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
電

撃
戦
で
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
も
想
定
し
て
第
一
次
大
戦
で
経
験
し
た
よ
う
な
国
家
総
動
員
は
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
い
や
む
し

ろ
、
国
家
総
動
員
を
伴
う
電
撃
戦
で
あ
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
に
目
標
を
達
成
し
う
る
は
ず
で
あ
り
、
陸
軍
機
械
化
論
自
体
は
総
力
戦
論
と
矛

盾
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　

総
力
戦
は
国
民
動
員
を
伴
う
。
平
時
か
ら
国
民
の
愛
国
心
を
涵
養
す
る
必
要
が
あ
る
（
ボ
ー
ガ
ン
）、
次
期
戦
争
は
国
民
の
戦
争
に
な
る

た
め
国
民
の
戦
意
が
勝
敗
を
分
け
る
（
ジ
ャ
ク
ソ
ン
）、
平
時
よ
り
兵
士
だ
け
で
な
く
労
働
力
の
動
員
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
（
ヒ
ッ
チ

コ
ッ
ク
）、
と
い
っ
た
非
軍
事
的
側
面
の
準
備
を
訴
え
る
も
の
が
目
を
引
い
た
。
総
力
戦
を
予
想
し
た
者
は
、
動
員
に
ど
れ
だ
け
の
日
数
が

か
か
り
、
ど
れ
だ
け
の
規
模
を
要
す
る
の
か
具
体
的
な
数
値
を
も
っ
て
示
そ
う
と
し
た
（
ト
レ
ン
チ
、
カ
ウ
パ
ー
）。

　

他
方
で
総
力
戦
は
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
戦
争
に
動
員
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
産
業
動
員
の
重
要
性
を
読

者
に
訴
え
か
け
る
論
文
も
数
多
く
掲
載
し
た
。
た
と
え
ば
、
戦
時
に
お
け
る
資
源
の
徹
底
的
な
中
央
統
制
と
契
約
、
生
産
管
理
、
支
払
い
等



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
〇
〇

戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
総
力
戦
論
（
一
九
一
八
～
一
九
三
八
）

七
九
二

の
地
方
移
譲
に
よ
っ
て
迅
速
で
効
率
的
な
動
員
を
説
く
も
の
（
ロ
ス
）、
平
時
に
お
け
る
国
内
外
の
資
源
の
実
態
調
査
の
必
要
を
訴
え
る
も

の
（
リ
ン
ゼ
ル
）、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
で
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
中
央
政
府
内
の
国
内
資
源
調
査
、
軍
と
産
業

の
協
力
体
制
な
ど
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
（
ロ
ビ
ン
ス
、
ド
・
ゴ
ー
ル
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
次
期
総
力
戦
を
前
提
と
し
た
国
家
総
動
員
準
備
の
必
要
を
訴
え
て
い
た
の
は
、
日
本
陸
軍
だ
け
で
は
な
か
っ
た）
₃₈
（

。
日
本

の
国
家
総
動
員
研
究
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
た
永
田
鉄
山
は
、
ハ
ー
ト
や
フ
ラ
ー
と
同
様
に
速
戦
即
決
を
最
善
と
し
て
お
り
、
少
数
精
鋭
・

陸
軍
機
械
化
の
提
唱
者
で
も
あ
っ
た
。
永
田
は
や
む
を
え
ず
戦
争
が
長
期
化
し
た
場
合
に
備
え
て
総
動
員
の
準
備
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
永

田
は
愛
国
心
の
涵
養
を
訴
え
た
が
、
あ
く
ま
で
国
民
の
自
発
性
に
よ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
国
民
の
健
康
や
教
育
の
重
要
性
も
再

三
指
摘
し
た）
₃₉
（

。
永
田
が
作
り
上
げ
た
国
家
総
動
員
機
関
で
あ
る
陸
軍
省
整
備
局
、
内
務
官
僚
の
松
井
春
生
が
発
案
し
た
資
源
局
は
、
ま
さ
に

ロ
ス
や
リ
ン
ゼ
ル
論
文
が
設
置
の
必
要
を
訴
え
た
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
陸
軍
の
国
家
総
動
員
論
は
、
英
陸
軍
の
議
論
と
類
似
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
総
動
員
準

備
状
況
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
の
熱
心
な
総
動
員
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
は
、
民
主
的
諸
国
家
と
対
極
の
道
を
歩
ん
で
い
た
ど

こ
ろ
か
、
逆
に
総
動
員
準
備
の
進
捗
を
彼
ら
と
競
い
合
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
1
）　

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
石
原
莞
爾
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、石
津
朋
之
﹁
総
力
戦
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
、日
米
最
終
戦
争
︱
︱
石
原
莞
爾
の
戦
争
観
と
国
家
・
軍
事
戦
略
思
想
︱
︱
﹂

﹃
平
成
一
五
年
度
戦
争
史
研
究
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
﹄防
衛
研
究
所
、二
〇
〇
三
年
）。
こ
う
し
た
言
説
が
流
布
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、岡
村
寧
次
日
記
で
あ
る（
稲

葉
正
夫
﹁
永
田
鉄
山
と
二
葉
会
・
一
夕
会
﹂﹃
秘
録
・
永
田
鉄
山
﹄
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
二
年
、
所
収
）。
マ
ー
ク
・
Ｒ
・
ピ
ー
テ
ィ
﹃﹁
日
米
対
決
﹂
と
石
原
莞
爾
﹄（
た
ま
い

ら
ぼ
、
一
九
九
二
年
）
は
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
与
え
た
陸
軍
全
体
へ
の
影
響
力
に
注
目
し
て
い
る
。

（
2
）　

拙
著
﹃
永
田
鉄
山
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
六
三
、
一
〇
七
頁
。

（
3
）　
﹃
内
田
源
兵
衛
氏
談
話
速
記
録
﹄（
内
政
史
研
究
会
、
一
九
七
〇
年
）
二
六
～
二
七
頁
。
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（
4
）　

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
内
の
議
論
を
分
析
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、T

im
o B

aum
ann and D

aniel M
arc Segesser,  ‘S

h
a

d
ow

s of Tota
l W

a
r in

 F
ren

ch
 a

n
d

 

B
ritish

 M
ilita

ry Jou
rn

a
ls, 1918-1939’, R

oger C
hickering and Stig F

orster 

（eds

）,  “T
h

e S
h

a
d

ow
s of Tota

l W
a

r: E
u

rop
e, E

a
st A

sia
, a

n
d

 th
e 

U
n

ited
 S

ta
tes, 1919-1939”, C

am
bridge U

niversity P
ress, 2003., B

arton C
. H

acker, ‘Im
a

gin
a

tion
s in

 T
h

ra
ll: T

h
e S

ocia
l P

sych
ology of M

ilita
ry 

M
ech

a
n

iza
tion

 1919-1939’, “T
h

e U
S

 W
a

r C
ollege Q

u
a

rterly P
a

ra
m

eters”, vol.V
II N

o.1, 1982

な
ど
が
あ
る
。

（
5
）　C

aptain E
. A

ltham
, ‘T

h
e R

oya
l U

n
ited

 S
ervice In

stitu
tion

 1831-1931’, R
U

SI Journal, 76 （502

）, 1931.

（
6
）　

著
者
不
明
、’A

rm
y R

eorga
n

iza
tion

’, R
U

SI Journal, 63 （450

）, 1918.

（
7
）　C

lericus,  ‘T
h

e A
rm

y a
fter th

e W
a

r’, R
U

SI Journal, 63 （451

）, 1918.

（
8
）　L

ieut-C
olonel N

oran C
. K

ing,  ‘T
h

e A
rm

y A
fter th

e W
a

r: A
n

oth
er V

iew
’, R

U
SI Journal, 63 （452

）, 1918.

（
9
）　G

eneral F. H
. Tyrrell, ‘T

h
e In

flu
en

ce of M
ilita

rism
 in

 P
olitica

l D
evelop

m
en

t’, R
U

SI Journal, 64 （456

）, 1919.

（
10
）　B

rian B
ond, ‘T

h
e A

rm
y B

etw
een

 th
e Tw

o W
orld

 W
a

rs’, “T
h

e O
x

ford
 H

istory of th
e B

ritish
 A

rm
y”, O

xford U
niversity P

ress, 1994.

（
11
）　R

obin H
igham

, “A
rm

ed
 F

orces in
 P

ea
cetim

e: B
rita

in
, 1918-1940, a

 ca
se stu

d
y”, L

ondon F
oulis, 1962.

（
12
）　P

eter Silverm
an, ‘T

h
e Ten

 Yea
r R

u
le’, “R

U
SI Journal, 116 （661

）, 1971.

（
13
）　B

ond （1994

）, pp.256.

（
14
）　M

ajor G
.D

. B
aillie H

am
ilton, “T

h
e R

e-form
in

g A
rm

y: S
om

e su
ggestion

”, R
U

SI Journal, 65  （457

）, 1920.

（
15
）　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
次
期
大
戦
準
備
に
関
す
る
議
論
は
、
兵
力
の
機
械
化
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
リ
デ
ル
・
ハ
ー
ト
や
Ｊ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
フ
ラ
ー
ら
の
戦
間

期
に
お
け
る
機
械
化
を
め
ぐ
る
議
論
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
注
４
や
10
の
文
献
以
外
に
、H

ew
 Strachan, ‘W

a
r a

n
d

 S
ociety in

 th
e 1920s a

n
d

 1930s’, R
oger 

C
hickering and Stig F

orster （eds

）, “S
h

a
d

ow
s of Tota

l W
a

r”, 
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
﹁
技
術
革
新
と
即
応
体
制
へ
の
障
害
～
英
陸
軍
の
経
験
﹂（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
・
マ

ー
レ
ー
編
﹃
歴
史
と
戦
略
の
本
質
・
下
﹄
原
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
石
津
朋
之
﹃
リ
デ
ル
・
ハ
ー
ト
と
リ
ベ
ラ
ル
な
戦
争
観
﹄（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
16
）　

C
aptain B

.H
.L

. H
art,  ‘S

u
ggestion

 on
 th

e F
u

tu
re D

evelop
m

en
t of th

e C
om

ba
t U

n
it –Ta

n
k a

s a
 W

ea
p

on
 of In

fa
n

try’, R
U

SI Journal, 64 （456

）, 

1919.

（
17
）　

前
掲
、
石
津
﹃
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
と
リ
ベ
ラ
ル
な
戦
争
観
﹄
第
九
章
。

（
18
）　B

revet C
olonel J.F.C

. F
uller, “G

old
 M

ed
a

l P
rize E

ssa
y for 1919”, R

U
SI Journal, 65 （458

）, 1920.

（
19
）　B

rian B
ond （1994

）, pp.263. 

前
掲
、
石
津
朋
之
﹃
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
と
リ
ベ
ラ
ル
な
戦
争
観
﹄
二
五
八
頁
。
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20
）　M

ajor G
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. Jackson, ‘P

ossibilities of th
e N
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a
r’, R

U
SI Journal, 65 （457

）, 1920.
（
21
）　John W

ard, “W
ith

 th
e ’D

ie-H
a

rd
’ in

 S
iberia

”, L
eopold C

lassic L
ibrary, 2017 （O

riginally published in 1920

）.
（
22
）　C

olonel John W
ard, ‘L

a
bou

r a
n

d
 its rela
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 to th

e A
rm

y’, R
U

SI Journal, 66 （461

）, 1921.

（
23
）　B

. B
urnett H

itchcock, ‘M
a

n
 P

ow
er’, R

U
SI Journal, 66 （461

）, 1921.

（
24
）　K

eith Jeffery “ F
ield

 M
a

rsh
a

l S
ir H

en
ry W

ilson
: A

 P
olitica

l S
old

ier”, O
xford U

niversity P
ress, 2006, pp.234.

（
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